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(帝国)の犯罪システム :『乞食オペラ』と野蛮な黒人

吉田 直希

ジョン･ゲイの 『乞食オペラ』は,ダニエル･デフオーの 『モル･フランダース』やヘンリー･

フィールディングの 『ジョナサン･ワイルド』とならんで,18世紀を代表する犯罪文学の傑作で

ある.1728年 1月,リンカーンズ･イン･フィールズ劇場で初演をむかえたこの 『乞食オペラ』は,

18世紀を通して最大のヒットを記録し,劇場の支配人ジョン･リッチと作者ゲイの関係が,次の

ように言われていたという逸話はあまりに有名である.｢リッチは陽気 (gay)に,ゲイは金持ち

(rich)になった｣と.

『乞食オペラ』の登場人物とストーリーは以下のようになる.追い剥ぎ一味のボスであるマッ

クヒースが,ポリーとルーシー,二人の女性と関係をもったところから話は始まる.盗品回収

業者のピーチヤムとその妻ミセス･ピーチヤムは,娘ポリーがマックヒースと結婚することに強

く反対している.盗品回収業であることが公になること (それは彼らにとって死刑になること

を意味する)を恐れるピーチヤムは,ポリーがどうしても結婚をあきらめない (すでに祐婚し

てしまっている)ことを知り,先手を打って,娘の夫を告発し死刑にしてしまおうとたくらむ.

いったんは,ニューゲイト監獄に入れられるマックヒースであるが,刑務所の所長であるロキ

ットの娘 (ポリーのライバル)ルーシーが恋人の脱獄を手助けし,脱獄に成功する.だが,結

局は密告,裏切 りによって彼は監獄に連れ戻され,処刑が決まり,タイバーン行きということ

になる.ところが,突如ここで,劇の序幕にも登場する乞食 (作者フィギュア)と役肴 (その

話し相手)が再び登場し,｢執行猶予｣ (reprieve)を宣言し,マックヒースは死刑を免れることと

なり,最後は野次馬たちも参加し,みんなで陽気にダンスを踊っている中,幕はおりる.

主な登場人物にはモデルとなった実在の人物がおり,ピーチヤムとマックヒースはそれぞれ,

当時の代表的な犯罪者ジョナサン･ワイルドとジャック･シェパー ドがモデルである.女性陣に

ついては,ポリーとルーシーは,フランチェスカ･クッツオーことフアウステイ-ナ･ボルドー

ニという,ライバル関係にあった,当時人気のオペラ歌手だと言われている.さらに,当時の

首相ウォールポールに対する言及は,ピーチヤム,マックヒース,あるいはその手下のロビン

など複数の人物を通してなされている.このように,『乞食オペラ』という作品は,1720年代の

政治的･社会的状況を色濃く反映したバラッド･オペラとして大成功を収め,今日まで,その政

治的訊刺の鋭さという点で高く評価されてきた.

Ⅰ

『乞食オペラ』では,舞台はニューゲイト監獄とその周辺 (ピーチヤムの盗品保管庫や居酒鼠

賭博場)に設定され,観客は18世紀初頭の犯罪世界の一端を目の当たりにすることになる.し

かしながら,ここで注意しなければならないのは,この裏世界には現代的な意味でのリアルさ
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といったものはなく,政治色の強いパロディ化された犯罪世界だという点である.当時すでに

ワイルドやシェパー ドについて新聞やパンフレット ピリオディカルを通してかなりの知識を

得ていた観客にとって最も興味深かったのは,現実そのものをリアルに再現するという意味で

のリアリズムではなく,グラブス トリー ト版の犯罪世界というフィクションを笑いの対象とし

てしまう 『乞食オペラ』のパロディ性であったと思われる.

この劇の過剰なまでのパロディ性は,初演から50年近くたった 18世紀後半の上演でも確認

される.JohnBrewerはThePleasILreSOftheImaginatL'onの中で,ゲイのパロディ,視刺が持って

いた意味が時間,時代と共に変化してきた点に注目している.それは極めて当然のことで,初

演当時にタイムリーであった政治的猟刺,ウォールポールに対する辛らつな邦稔も,彼の死後

30年以上も経った70年代以降ではその効力を失っていたとしても不思議ではないだろう.

この時期の 『乞食のオペラ』は,社会のモラルとりわけジェンダーの乱れを視刺するもので

あった (図 1).異性裳の導入による男女の役割の撹乱にこそこの劇の中心的主題が設定されて

いるのだ.原作･オリジナルの『乞食オペラ』がもつ人間の裏表あるいは階級の上下関係の転倒は,

ジェンダーの逆転に置換されている.20年代の 『乞食オペラ』にはなかった (あるいは表面的

には認められない)性差･ジェンダーの唆昧さという新しいテーマの登場からは,元祖 『乞食オ

ペラ』がコピーの元ネタ,言い換えれば,キヤノンとして認められるようになったとも言うこ

とができるだろう.この劇にはこのような果てしないオリジナル/コピーの繰 り返しをいざな

うような構造が隠されているようである.

この70年代以降のジェンダーの暖昧さという新しい視点に注意して,もう一度この作品を

読み返すと,ピーチヤム夫妻の描写に,ジェンダー逆転の兆候が見られることに気づかされる.

娘ポリーがマックヒースとの結婚を望んでいるのを知ったピーチヤムはものすごい剣幕でポリ

-%,"ButifIfindoutthatyouhaveplayedthefoolandaremarried,youjadeyou,I'llcutyourthroat,

hussy.M(TheBeggarkOpera54)1と,叱りつける.そして,この少し後で,同じような言葉が用い

られ,さらに,愚か者,間抜けと娘を口汚くののしる台詞がある.

Iknewshewasalwaysaproudslut;andnowthewenchhathp】ayedthefoolandmarried,because

forsoothshewoulddolikethegentTy･Canyousupporttheexpenseofahusband,hussy,lngaming,
drinkingandwhoring?Haveyoumoneyenoughtocarryonthedailyquarrelsofmanandwife

aboutwhoshamsquandermost?Therearenotmanyhusbandsandwives,whocanbearthecharges

ofp]agulngOneanotherinahandsomeway.rfyoumustbemarried,couldyouintroducenobc･dy

intoourfamilybutahighwayman?Wh y,thoufoolishjade,thouwiItbeasILLused,andasmuch
neglected,asif-thouhadstmarriedalord!

PEACHUMILetnotyouranger,mydear,breakthroughtheruIesofdecency.fortheCaptainlooks

uponhimselfinthemilitarycapacity,asagentlemanbyhisprofession. (TheBeggar:TOpera55-56)

`̀playedthefbol…と先ほどと同じ言葉こそ使っているものの,この激高した台詞は,実はミセス

･ピーチヤムの台詞である.彼女は景初,ポリーの恋愛に同情的だったが,いつのまにか夫以上

に娘を非難するようになり,むしろ夫のピーチヤムの方が,娘に同情的になり,二人の役割は

逆転する.この他にも愛に浮かれた娘を口汚くののしるミセス･ピーチヤム,マックヒースを早

く処刑すべきだと主張するミセス･ピーチヤムが措かれているが,夫は,そのような時,どちら

かというとマックヒースに対する同情心のようなものを示す.だが初演当時の20年代にはおそ

らくこうした夫婦という男女間の役割の逆転は問題視されることはなかった,少なくとも異性

裳によって前景化され,劇の中心的なテーマに据えられることはなかったようである.

Ⅲ

では時代の推移によって様々な解釈,コピーを生み出すこの作品は,どのようなコンテクス
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トの中で生まれ,他のテクストにどのような影響を与えたのだろうか?次に,『乞食オペラ』の

ブリコラージュ的な寄せ集めという特徴に注目して,テクスト//コンテクストの相関関係を確

認していきたい.すでに述べたように,この作品は第一に政治的楓刺を目的とするものであるが.

そもそも訊刺 (satire) とはメニッボス的 ｢寄せ集め｣ (medley)であるため,ゲイは,様々なソー

スから題材を借用し,あるいは密かにそれらを転用して,新しいストーリーを作り上げている.

ここでは特に犯罪文学のお決まりのパターンに注目しておきたい.

次の引用は,死刑囚の最後の悔い改め(dyingconfession)を記録したテクストからのものである.

GoodPeop le,takewamlngbymyFa一l;youseeIamayoungMan,whobymySins,haveshortened

myDays,andbroughtmySelftothisshamefulbutdeservedDeath‥.LivenotasIhavedone,lest

youcometothellkesadanduntimelyEnd.BreaknottheSabba(hDayandkeepnotCompanywith
wickedMenandlewdWomen,asIhavedone...AvoidallmannerofSin,eventheslllatJest;forfrom

onelittleSinMeneasilyfantotheCommissionofgreaterones,

(AComplea/Co//eclionofRemarkableTTalsoftheMoL-1Nolort'ouL-MalefactorL9186-87)

このようなテクストは監獄の教詩師や大衆ジャーナリズムが作り上げたきわめてポピュラーな

物語であった.当時,このような物語は数多く流通しており,犯罪者を扱った作品は多かjt少

なかれその影響を受けていただろう.『乞食オペラ』も例に漏れず,マックヒースの次の台詞は,

その言葉の一致からも,上述の引用から影響を受けていることは明らかである.

MACHEATH.FormyhavingbrokeprlSOn,youSee,gentlemen.IamorderedImmediate

execution･TheSheriff'sOfficers,Ibelieve,arenowatthedoor.ThatJemmyTwitchershouldpeach

me,Iownsurprisedme!'Tisaplainproofthattheworldisallallke,andthateverLourgangcanno

moretrustoneanotherthanotherpeople.Therefore,Ibegyou.gentternen,lookwelltoyourselves,for

inallprobabiljtyyoumaylivesomemonthslonger.

MAT7:WeareheartilysonY,Captain,foryourmisfortune･Bllt'tiswhatwemustallcometo･

MACHEATH.Peachum andLockit,youknow,areinfamousscoundrels.Thelrlivesareasmuch

inyourpower,asyoursareintheirs.Rememberyourdyingfriend!'Tismylastrequest.Bringthose

vl71ainstothegallowsbeforeyou,aTldIamsatisfied.
MATT:We'日do'L

JAILOR･MISSPollyandMissLucyentreatawordwithyou.

MACHEATH.Gentlemen,adieu. (TheBeggarkOperaII8119)

ここでのマックヒースの台詞は,自分の早すぎる死 (untimelyend)を嘆くと同時に,残された者

たちに犯罪者と関わりをもたないように"keepnotCompanyw仙 wickedMenandlewdWomen",と

警告を与えている.とはいっても,生き長らえて,たかだか数ヶ月,また犯罪者との関わりを

断つといっても犯罪そのものは決してなくならないことが,ここにははっきりと表されている

のであるが.さらに,このマックヒースの後悔の念を受けて,ミントのマットは HBut'tiswhat

wemustallcometo"と返答する.このとき,観客は物語が悪党の処刑というかたちで終わること.

つまり舞台がダイバーン処刑場に変わると予期することになる.

しかし,その予感,期待はこの後すぐに裏切られる.冒頭で見たように.役者と乞食が登場

してきて,劇の筋に変更を加えるのである.

PLAYERIBut,honest斤iend,Ihopeyoudon'tinteTldthatMacheathshallbereallyexecuted.

BEGGAR･Mostcertainly,sir･Tomakethepieceperfect,7wasfordoingstrictpoeticallustice･

Macheathistobehanged;andfortheotherpersonagesofthedrama,theaudiencemusthavesupposed

theywerealleitherhangedortransported.

PLAYER･Whythen,friend,thisisadowmightdeeptragedy.Thecatastropheismanifestly

wrong,foranoperamustendhappily,

BEGGAR･YollrObjection,slr,lSVeryJuSt;andiseasilyremoved,Foryoumustallow,thatinthis

kindofdrama,'tisnomatterhowabsuTdJythingsarebroughtabout･So-yourabblethere-runand
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cryarepneve?lettheprlSOnerbebroughtbacktohiswivesintriumph.

PLAYER.Allthiswemustdo,tocomplywiththetasteofthetown･

(TheBeggar.'SOpera120-21)

彼らは,…an operamustendhappily"と主張し,マックヒースの ｢執行猶予｣ (reprieve) を叫ぶ.こ

のように,『乞食オペラ』は,犯罪文学のおきまりのパターンを引用し,さらに,それを逆転さ

せる性質をもっているのだ.

また,次の引用は,第一幕でポリーが囚人護送車に乗せられたマックヒースを想像して涙を

流す場面である.

POLLY NowI'mawretch,indeed.MethinksIseehimalreadyinthecart,sweeterandmore

)ovelythanthenosegayinhishand!Ihearthecrowdextollinghisresolutionandintrepidity!What

volliesofsighsaresentBomthewindowsofHolbom,thatsocomelyayouthshouldbebrought

todisgrace日 seehimatthetree!Thewholecircleareintears!Evenbutchersweep!JackKetch

himselfhesitatestoperformhisduty,andwouldbegladtolosehisfee,byareprleVe.Whatthenwi1I

becomeofPolly! (T:heBeggar:TOpera64)

マックヒースが刑場へと連れて行かれる様子を想像し,涙するという内容は,グラブストリー

ト版のロマンスというより,ロマンスを読みながら自らを悲劇のヒロインと勘違いしてしまう

女性読者を邦捻していると解釈できるだろう.

要するに,観客がいだく期待なり予想を強く意識化させ,一段上のレベルに立ってこの劇を

笑い飛ばす.言い換えれば,メタレベルでの娯楽が 『乞食オペラ』のもう一つの特徴となって

いるのだ.(∋｢さまざまな要素の寄せ集め｣と②｢メタレベルに立った笑い｣という二点によって,

この作品は興味深いものになっていると言うことができるだろう.

lHl

『乞食オペラ』は寄せ集めから成り立つフィクションなのだが,それだけにはとどまらない.

この作品は原料とも言うべき元の素材の中へ自らを差し戻すことで,再び現実と強く結びつい

ていく.オリジナル/コピーというキーワードでこれを言い換えると,硯実社会の断片をつな

ぎ合わせたコピーの寄せ集め的 『乞食オペラ』が,今度は別なところで切り取られ生活の一部

となっていくということになる.こうしてこの作品はオリジン (起源),元ネタを表す作品へと

姿を変えることになる.例えば,『乞食オペラ』の ｢キャラクター･カー ド｣が実際に庶民の遊

びの中でそして賭博場で使われていたのだ.この作品はバラッド,オペラ,小説,絵画,各種

カー ドから雑多な要素を借用し,今度は,カー ド,版画,そして小説へと差し戻す,そういう

相互関係を結んでおり,まさにインター･テクスチュアリティがこの劇をめぐって実践されてい

たのである.

そのような中でも,とりわけ 『乞食オペラ』は,絵画,特にウイリアム･ホガ-スの一連の版

画作品に与えた影響が大きかったと考えられている.ゲイとホガ-スとの間にどのようなインタ

ー･テクスチュアリティが認められるかを,以下で確認したい.まず,表面的な,明らかな両者

のつながりを指摘しておきたい.ホガ-スは,『乞食オペラ』初演の翌年 1729年にこの劇の一幕,

ポリーとルーシーがそれぞれの父親にマックヒースの赦免をもとめる場面を措いている (図2).

ここで注目すべきことは,右端に,原作に登場しない,ポリーを真剣に見つめる黒人の少年

が出てきている,という点である.どうして,原作にいない人物をわざわざホガ-スは登場さ

せたのだろうか.

その答えを考える前に,まず,ホガ-スの代表的な版画 『一日の四つの時- 昼』を使って,

ゲイとホガ-ス両者に共通する(丑｢さまざまな要素の寄せ集め｣と② ｢メタレベルに立った笑い｣
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という二点を確認しておきたい (図3).

この絵では,左右を分ける中央の溝によって,二つの世界が分けられている.日曜日の礼拝

を終えて教会からでできた右側の富裕な人々,そして,左側にいる,食べものと性 (セックス)

に対する執着をあからさまに見せる居酒屋周辺にいる野蛮な下層階級.両者の対比がここには

描かれている,右端でキスをしている老婆は瓜二つで鏡に向かってキスをしているようにも見

える.手前の男の子はすぐ後ろの伊達男 (beau)と外見上同じだが,水溜りに写った自分の姿に

うっとりしているという点では老婆のナルシシズムともつながりをもつ.左側にも様々の要素

- 居酒屋の窓 (二階)で言い争いをして肉を落としてしまう女性,パイを運ぶ若い女とその女

に後ろから抱きついてキスを迫る黒人男性,落ちたものを余り食らう女の子等が見つけられる.

ここでは特に,二階で言い争っているこの女に突き刺さっているかのように見える槍形の鉄棒

が表している視覚的なトリックと,左端にいるホッテントット型の黒人男性に注目してみたい.

まず,槍形の鉄棒がもつ視覚的なトリックだが,現実にはこの槍の先が女性の頭に刺さること

はない.手前の看板,GoodEatingという文字が見える看板のとがった鉄棒と奥の.二階の窓か

ら身を乗り出している女性との間には何メー トルかの距離があり,両者の間には何の関係もな

い.刺さるはずのない矢が刺さっているかのように見えているだけなのだ.さらに奥の首なし

女性の看板の場合も同様に遠くの建物の壁のひびわれと呼応している.こうした視覚上の トリ

ックは,それほど難しいものではなく,ホガ-スは現実の生活から切 り取られた断片をいろい

ろと組み合わせているだけなのだ,寄せ集めが,ときに｢リアルな状況描写を超えた｣,つまり｢実

際にはありえないが非常におもしろい状況ができあがる｣,そんなリアリティを彼は示している.

｢実際にはありえない-フイクショナルな｣現実こそがホガ-スの版画の魅力の一つと言うこと

ができるだろう.そもそも,『昼』という作品においても,現実に野蛮と洗練の併存がこのよう

な形のまま街中で見られることなどなかったはずである.ホガ-スは,それぞれの虚構的な現

実があたかも同時に存在しうるかのように人物･建物･商品を寄せ集め,バランスよく配置する

ことによって,新たなフィクションが鑑賞者の側で現実化することを狙ったのであろう.

次にホッテントットの黒人を検討してみたい.実は 1720年代,ロンドンをアフリカのジャン

グル,すなわち ｢ホッテントットの居住地である野蛮の地｣にたとえることは頻繁に行われてい

た.ロンドンの下層世界において,お互いに他を食い物にするカニバリズム的生活の実態を描き

出すためには,ここに登場する黒人はうってつけの人物ということになる.また,ホッテントッ

トと伊達男の対比は,『ジェントルマンズ･マガジン』などでもなされており,ここの時期には比較

的馴染み深い訊刺の手法だった.そのため,この絵の中に黒人男性が登場していること自体はと

りたてて問題にならないだろう.問題なのは,この絵を見る者が,知らず知らずのうちに実際に

はありえない二つの世界を同時に眺める地点に立たされているという点である.このとき,虚飾

に彩られた上流階級を肯定することはまずないにせよ,野蛮なカニバリズム的世界を自己の内面

に忠実である,ナチュラルであるという理由で賞賛することもできない.なぜなら,二つの世界

を同時に見て取る地点とは,野蛮と洗練,内/外のバランスを見極める場所であり,どちらか一

方を完全に否定し消し去ってしまうと,自らも消滅しかねない危険にさらさjtているからである.

以上見てきたように,『昼』というホガ-スの版画も,フィグショナルな断片から成り立っており,

細部の視覚的なトリックから全体の構図に至るまで,『乞食オペラ』と同様に,① ｢さまざまな

要素の寄せ集め｣と(参 ｢メタレベルに立った笑い｣から成り立っているのだ.

ⅠⅤ

それでは,先ほどの疑問にもどり,ホガ-スはどうして黒人を登場させたのかという問題を

最後に考えてみたい.『乞食オペラ』では黒人が作品の表面に現れることはないが,ホガ-スが
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この作品の内に読み取ったように見えない黒人を探しだすことは可能だろう,この劇では,階

級間題に対する誠刺が,マックヒースのhighwayman という二面性,貴族的であると同時に下層

のアウトローでもあるという点に表れていたが,このことから,この劇では人種ではなく,階

級の対立が最も重要であったということが推測でき,黒人が問題化されていなかったのも当然

である. ､

しかしながら,作者フィギュアの乞食,役者の ｢執行猶予｣によって無罪となったマックヒ

ースは,その後どうなったかを考えると,そこには人種問題 (黒人)が潜んでいたことが明ら

かになっていく.実は,地上で追い剥ぎのボス (キャプテン)であったマックヒースは,その後,

船長 (キャプテン)になり,帝国の拡大をめざす航海へと向かうことになるのだ.『乞食オペラ』

の次に上演されるはずであった,西インド諸島を舞台とする 『ポリー』がその航海を題材とし

たものである.3 劇の結末で,マックヒースは再び捕らえられ,そして今度は本当に処刑されて

しまう.

Pol.Macheath!/

Jen･Heisnoblack,Sir,butunderthatdisguise,/formysake,skreen'dhimselffromtheclalmS

andimpomlnitieS/Ofotherwomen.Mayloveintercedef♭r/him?/

Pol･Macheath!Isltpossible?Sparehlm,Savehim,/Iasknootherrevvard･/

PollHaste,letthesentencebesuspended./ (Po//y67)4

前作においては貴族と下層階級という二つの世界を同時に体現することができたhighwaymanマ

ックヒースは,今度は自らを黒く塗り内面の白さを覆い隠すことによって,二つの世界,帝国

と植民地の境界に位置する人物となる.しかし,国内の階級間題ではなく,植民地の人種間題

とその転倒を主題とする 『ポリー』では,マックヒースは ｢執行猶予｣を得ることはできない.

このことを作者ジョン･ゲイの限界と見るかどうかは意見が分かれるところだが,『ポリー』の

上演禁止により,階級と人種,そしてジェンダーの絡み合いが表面化するのは,18世紀後半に

なってからということになるだろう.そして,ホガ-スが読み取った,不在の黒人とは,まさ

にこの顕在化していなかったが,潜在的に存在していた,人種間題の表象ということになる.

Notes

･作品からの引用はペンギン版による.

2 TheGentlemanをMagazine1732年2月号 602ページ.

】 しかし,この劇が実際に上演されたのはゲイの死後,45年経った1777年のことである.

4 polly:anopef･a.Bet'ngthe.†econdpartofThebeggarkopera.London,1729による.
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